
石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

︱
﹃
古
事
談
﹄
巻
第
五
﹁
神
社
仏
寺
﹂
第
三
話
・
第
七
話
か
ら

︱
生

井

真

理

子

は
じ
め
に

﹃
古
事
談
﹄
第
五
﹁
神
社
仏
事
﹂
に
は
︑
石
清
水
八
幡
宮
寺
の
俗
別
当
が
二

人
登
場
す
る
︒
石
清
水
の
俗
官
の
ト
ッ
プ
が
俗
別
当
・
神
主
で
あ
る
が
︑
石
清

水
八
幡
宮
寺
の
僧
官
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
検
校
や
別
当
に
比
し
て
︑
残
っ
て
い
る

史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
︑
俗
別
当
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
︒

﹃
尊
卑
分
脈
﹄
の
﹁
紀
氏
系
図
﹂
は
簡
略
で
︑
続
群
書
類
従
本
﹁
石
清
水
祀
官

系
図
﹂
や
﹃
石
清
水
八
幡
宮
史
﹄
の
田
中
家
系
図
は
︑
俗
官
の
系
統
が
省
略
さ

れ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
先
学
に
よ
る
註
釈
の
た
め
の
情
報
が
か
な
り
限
ら
れ

て
い
た
︒
し
か
し
︑﹃
石
清
水
八
幡
宮
寺
略
補
任
﹄︵
以
下
︑﹃
略
補
任
﹄︶
や
石

清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
﹁
紀
氏
系
図
﹂︵
桐
五
︱
十
六
︶︵
以
下
︑
系
図
︶
に
は
︑

僧
官
ほ
ど
の
情
報
量
で
は
な
い
に
し
て
も
︑
俗
官
の
系
譜
や
経
歴
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
を
基
に
︑﹃
古
事
談
﹄
第
五
第
三
話
・
第
七
話
︵
以
下
︑

五
︱
�
︑
五
︱
�
と
表
示
︶
に
登
場
す
る
権
俗
別
当
紀
兼
貞
と
俗
別
当
紀
輔
任

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
︑﹃
古
事
談
﹄
と
い
う
作
品
理
解
の
一
助
と
し
た

い
︒
な
お
︑
僧
官
と
俗
官
は
一
族
で
あ
る
こ
と
が
多
く
︑
名
前
が
似
て
い
る
た

め
わ
か
り
に
く
い
の
で
︑
と
り
あ
え
ず
俗
官
だ
け
に
は
﹁
紀
某
﹂
と
﹁
紀
﹂
姓

を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
︒

一
︑
在
庁
俗
別
当
と
紀
氏

﹃
古
事
談
﹄
五
︱
�
に
は
権
俗
別
当
紀
兼
貞
が
登
場
す
る
︒

敦
実
親
王
︑
大
菩
薩
御
影
二
体
︿
一
体
は
僧
形
︑
一
体
は
俗
形
﹀
を
造

立
し
奉
り
︑
御
供
を
備
へ
奉
る
︒
祈
請
を
致
さ
れ
て
後
︑
拝
見
し
奉
ら
る

る
処
︑
僧
形
の
御
供
に
御
箸
を
立
て
ら
る
︑
と
云
々
︒
之
れ
に
依
り
て
法

体
を
以
て
御
体
と
為
し
︑
外
殿
に
安
置
し
奉
る
︒
多
く
田
園
を
寄
進
せ
ら

る
︑
と
云
々
︒
件
の
御
体
︑
保
延
の
炎
上
の
時
︑
取
り
出
だ
し
奉
ら
ず
︑

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
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焼
失
︑
と
云
々
︒

件
の
御
体
︑
権
俗
別
当
兼
貞
︑
不
審
に
堪
へ
ず
︑
御
供
を
供
ふ
る
次

に
白
檀
の
僧
形
を
礼
し
奉
る
に
︑
首
に
日
輪
を
戴
き
︑
御
手
に
翳
を
持

た
し
め
給
ふ
︑
と
云
々
︒
兼
貞
此
の
事
の
故
に
不
運
に
し
て
止
む
︑
と

云
々
︒

︵
傍
線
筆
者
︑
以
下
同
じ
)

石
清
水
八
幡
宮
の
三
神
の
宝
殿
は
そ
れ
ぞ
れ
内
殿
と
外
殿
に
分
か
れ
て
い
る
︒

真
ん
中
が
八
幡
大
菩
薩
の
宝
殿
で
あ
り
︑
そ
の
外
殿
に
敦
実
親
王
造
立
の
八
幡

大
菩
薩
像
が
あ
っ
て
︑
御
供
の
担
当
に
は
権
俗
別
当
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
︒

石
清
水
八
幡
宮
寺
に
お
い
て
は
︑
俗
別
当
に
は
弁
別
当
︑
史
俗
別
当
︑
在
庁
俗

別
当
が
あ
り
︑
弁
俗
別
当
は
弁
官
︑
史
俗
別
当
は
史
官
の
兼
任
で
あ
っ
た
︒
石

清
水
の
弁
史
俗
別
当
に
つ
い
て
は
岡
野
浩
二
氏
の
研
究
が
あ
る
︒
そ
こ
か
ら
は
︑

時
代
の
変
遷
は
あ
る
が
︑
太
政
官
と
直
結
す
る
形
で
石
清
水
八
幡
宮
寺
に
関
す

る
政
務
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
︑
岡
野
氏
が
﹁
俗
別
当
と
い
え
ば
紀

氏
の
つ
と
め
る
祀
官
を
指
す
の
が
普
通
で
あ
る
﹂
と
記
し
た
の
が
在
庁
俗
別
当

で
あ
る①
︒
た
だ
し
︑
在
庁
俗
別
当
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
︒
初
期
の
俗
別
当
は
紀
氏
で
は
な
く
︑
権
俗
別
当
に
は
紀
氏
姓
で
な
い

者
も
多
く
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
︒

﹃
宮
寺
縁
事
抄
第
十
二
﹄
の
紙
背
文
書
に
見
え
る
﹁
権
俗
別
当
次
第
﹂︵
天
慶

九
年
か
ら
寛
治
年
中
ま
で
の
補
任
次
第
︶
に
は
︑

紀
貞
行

年

月

日
任
︑
兼
巡
検
勾
当
︑

紀
時
行
太
良

永
保
元
年
八
月
十
四
日
号
紀
氏
︑
賜
栄
爵
了
︑

承
徳
二
年
八
月
除
庁
︑
依
恣
城
外
之
社
而
還
着
︑
康
和
五
年

十
一
月
五
日
行
幸
︑
賜
栄
爵
︑
与
他
人
了
︑
長
治
三
年
正
月

二
日
死
去
了
︑

奈
良
久
季

延
久
五
年
四
月
八
日
任
︑
従
権
神
主
︑
友
助
三
良
︑
依
盗
犯

除
庁
︑
被
殺
害
了
︑

藤
原
時
任

延
久
五
年
四
月
十
五
日
︑
従
権
神
主
︑
功
︑
□
︵
但
カ
︶︑

依
盗
犯
沙
汰
除
庁
︑
復
任
︑
永
長
元
年

月

日
被
殺
害

了
︑

と
︑﹁
除
庁
﹂
さ
れ
た
人
物
が
三
人
見
え
る
︒
た
だ
し
︑﹁
庁
﹂
と
は
言
っ
て
も
︑

い
ず
れ
の
組
織
に
所
属
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
さ
え
明
ら
か
で
は
な
い
︒

ま
た
︑
院
勝
本
及
び
小
寺
家
本
﹃
略
補
任
﹄
や
系
図
に
よ
れ
ば
︑
初
代
か
ら

第
七
代
ま
で
の
在
庁
俗
別
当
は
︑
紀
氏
以
外
の
者
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う②
︒

氏
族
名
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
︑
石
清
水
関
係
者
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
︒
紀
氏
出
身
の
最
初
の
俗
別
当
︵
第
八
代
︶
が
紀
良
常
で

あ
る
︒﹁
権
俗
別
当
次
第
﹂
も
紀
良
常
か
ら
始
ま
る
︒
紀
良
常
は
天
慶
九
年

︵
九
四
六
︶
に
権
俗
別
当
︑
天
暦
六
年
︵
九
五
二
︶
五
月
二
十
八
日
に
俗
別
当

に
任
ぜ
ら
れ
た
︒
石
清
水
祀
官
系
図
は
﹁
時
に
肥
前
掾
﹂
と
す
る
︒
紀
良
常
の

他
︑﹁
権
俗
別
当
次
第
﹂
を
見
る
と
︑
四
人
が
官
職
を
帯
び
て
い
る
︒

阿
波
掾
浄
岡
真
人
忠
蔵

天
元
■
年
︑
従
権
神
主
︑

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
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左
馬
允
平
朝
臣
良
村

永
延

年
任
︑
已
上
三
人
並
任
︑

豊
前
介
今
佐
有
国

長
徳
三
年
月
日
任
︑
不
仕
云
々

大
和
介
佐
伯
弘
延

長
保
元
年
月
日
任
︑
従
権
神
主
︑

佐
伯
弘
延
以
降
は
兼
職
者
は
見
え
な
い
が
︑
阿
波
掾
浄
岡
真
人
忠
蔵
と
大
和

介
佐
伯
弘
延
は
︑
既
述
の
奈
良
久
季
や
藤
原
時
任
同
様
︑
権
神
主
か
ら
権
俗
別

当
へ
の
任
官
で
あ
る
︒﹁
城
外
の
社
を
恣
﹂
し
た
た
め
に
権
俗
別
当
を
罷
免
さ

れ
た
紀
貞
行
は
権
神
主
か
ら
で
は
な
い
が
︑﹁
巡
検
勾
頭
﹂
を
兼
ね
て
い
た
と

い
う
︒
こ
の
﹁
巡
検
﹂
は
︑﹃
石
清
水
八
幡
宮
末
社
記
﹄
に

冷
泉
院
御
宇
︑
康
保
五
年
︑
別
当
貞
芳
時
︑
御
山
樹
林
茂
栄
云
々
︑
申
成

巡
検
使
十
六
人
︑
三
宅
山
住
人
為
所
従
︑
巡
検
御
山

と
あ
る
︑
康
保
五
年
︵
九
六
八
︶
に
置
か
れ
た
﹁
巡
検
使
﹂
を
指
す
で
あ
ろ
う
︒

と
す
る
と
︑
初
期
の
頃
は
不
明
な
が
ら
︑
紀
良
常
以
降
の
時
代
は
在
庁
俗
別

当
・
権
俗
別
当
に
石
清
水
関
係
者
が
任
命
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
︒
と
い

う
の
も
︑
紀
良
常
の
死
後
︑
俗
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
紀
安
遠
は
紀
良
常
の
子
で

あ
り
︑
神
主
紀
安
遠
の
俗
別
当
就
任
は
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
の
解
に
よ
る
か

ら
で
あ
る
︒

紀
良
常
は
初
代
神
主
で
あ
る
紀
御
豊
の
曾
孫
で
︑
祖
父
は
第
二
代
神
主
の
紀

良
範
︑
父
は
第
五
代
別
当
の
延
晟
︑
兄
は
第
七
代
別
当
の
定
胤
で
あ
る
︒
簡
略

な
系
図
を
次
の
よ
う
に
な
る
︒︵
□
に
囲
ま
れ
た
数
字
が
紀
氏
出
身
の
俗
別
当

の
代
を
︑
○
で
囲
ま
れ
た
数
字
が
神
主
の
代
を
表
す
︒
以
下
︑
同
じ
︶

紀
御
豊
①

良
範
②

枝
直
③

春
実
④

延
晟
(第
�
別
当
︶

良
真
⑤

滋
村
⑥

康
功
(権
上
座
寺
︶

定
胤
(
第
�
別
当
︶

良
常
�

安
遠
⑦
�

定
杲
(第
	
検
校
︶

清
助
(権
上
座
寺
任
︶

紀
良
常
は
神
主
を
勤
め
て
い
な
い
︒
紀
良
常
の
子
紀
安
遠
は
天
禄
年
中
︵
九

七
〇
～
九
七
三
︶
に
権
俗
別
当
に
任
官
︑
天
延
四
年
︵
九
七
六
︶
に
第
七
代
神

主
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒﹃
類
聚
符
宣
抄
﹄
巻
一
﹁
諸
神
宮
司
補
任
事
﹂
に
は
︑

太
政
官
牒

石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺

応
補
別
当
従
五
位
上
紀
朝
臣
安
遠
事

右
得
彼
寺
去
天
元
五
年
十
一
月
十
六
日
解
偁
︑
安
遠
為
神
主
職
︑
勤
仕
諸

節
神
事
︑
労
績
年
久
矣
︑
爰
俗
別
当
従
五
位
上
紀
朝
臣
良
常
以
今
年
八
月

二
日
卒
去
也
︑
仍
彼
替
可
被
転
任
之
状
︑
言
上
如
件
︑
望
請
蒙
官
裁
︑
以

件
安
遠
被
補
任
俗
別
当
職
︑
弥
令
勤
仕
宮
寺
雑
務
者
︑
権
中
納
言
従
三
位

源
朝
臣
保
光
宣
︑
依
請
者
︑
宮
寺
承
知
︑
依
宣
行
之
︑
牒
到
准
状
︑
故
牒
︑

永
観
元
年
六
月
五
日

正
六
位
上
行
右
大
史
清
科
朝
臣

牒

従
五
位
上
守
左
少
弁
兼
大
学
頭
行
文
章
博
士
近
江
権
介
菅
原
朝
臣

と
あ
っ
て
︑
天
元
五
年
︵
九
八
二
︶
八
月
二
日
に
紀
良
常
が
卒
去
し
た
際
︑
石

清
水
八
幡
宮
護
国
寺
は
神
主
紀
安
遠
を
俗
別
当
に
任
ず
る
よ
う
太
政
官
に
申
請

し
て
︑
永
観
元
年
︵
九
八
三
︶
に
許
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
そ
れ
ま
で
神

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
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主
職
は
紀
氏
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が
︑
神
主
か
ら
俗
別
当
に
な
っ
た
例

は
な
い
︒
系
図
の
安
遠
の
項
に
も
︑

永
観
元
年
六
月
五
日
俗
別
当
官
符
︒
蒙
宮
寺
雑
務
執
行
官
符
宣
旨
︒
依
之

改
書
署
所
︒
其
以
前
三
四
代
不
書
署
所
︒
但
往
古
書
之
云
々

と
特
記
し
て
い
る
︒﹁
宮
寺
の
雑
務
執
行
﹂
の
内
容
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
わ
か
ら
な
い
︒
が
︑﹁
別
当
﹂
で
あ
る
以
上
︑
石
清
水
俗
官
が
携
わ
る

宮
寺
雑
務
を
差
配
す
る
権
限
を
持
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒﹁
そ
れ
以
前

三
四
代
署
所
に
書
か
ず
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
紀
良
常
の
代
に
は
ま
だ
署
名
権
が
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
と
も
あ
れ
︑
紀
安
遠
の
俗
別
当
着
任
に
よ
っ
て
︑
権

俗
別
当
か
ら
神
主
︑
神
主
か
ら
在
庁
俗
別
当
と
な
り
︑
宮
寺
雑
務
執
行
の
権
限

を
得
る
昇
進
ル
ー
ト
の
先
例
が
開
か
れ
た
︒
紀
安
遠
は
院
勝
本
﹃
略
補
任
﹄
に

よ
れ
ば
︑
長
徳
四
年
︵
九
九
八
︶
九
月
に
病
気
の
た
め
に
出
家
︑
そ
れ
か
ら
長

保
五
年
︵
一
〇
〇
三
︶
に
神
主
紀
兼
輔
が
一
条
天
皇
の
行
幸
の
時
に
俗
別
当
の

宣
旨
を
蒙
る
ま
で
空
白
が
あ
っ
た
が
︑
こ
こ
で
﹁
神
主
か
ら
俗
別
当
へ
﹂
の
昇

進
コ
ー
ス
と
紀
氏
独
占
が
確
定
す
る
︒

紀
良
常
が
石
清
水
の
寺
解
で
在
庁
俗
別
当
に
就
任
し
た
の
か
ど
う
か
も
明
ら

か
で
は
な
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
紀
良
常
以
降
と
い
う
前
提
に
は
な
る
が
︑
同
じ

俗
別
当
と
は
言
い
な
が
ら
︑
在
庁
俗
別
当
は
太
政
官
の
官
人
と
し
て
携
わ
る
弁

別
当
や
史
別
当
と
は
性
質
を
異
に
し
︑
石
清
水
八
幡
宮
に
仏
神
事
行
事
の
他
︑

様
々
な
雑
事
に
関
わ
っ
て
神
に
奉
仕
す
る
俗
人
集
団
の
筆
頭
と
し
て
︑
護
国
寺

の
別
当
・
三
綱
と
い
っ
た
僧
官
と
と
も
に
石
清
水
八
幡
宮
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
﹃
小
右
記
﹄
の
寛
仁
元
年
︵
一
〇
一
七
︶
八
月

二
十
三
日
条
に
よ
る
と
︑
同
年
三
月
八
日
の
行
幸
の
賞
と
し
て
︑
俗
別
当
と
神

主
の
叙
位
が
行
わ
れ
︑
小
野
宮
実
資
は
大
内
記
義
忠
に
﹁
石
清
水
神
人
位
記
﹂

を
書
か
せ
て
い
る
︒
俗
別
当
も
神
主
も
﹁
石
清
水
神
人
﹂
な
の
で
あ
る
︒

こ
こ
で
︑﹃
古
事
談
﹄
に
登
場
す
る
紀
兼
貞
の
系
譜
を
探
る
と
︑

良
常
�

安
遠
⑦
�

兼
輔
⑧



頼
安
(
権
俗
︶

頼
輔
⑩

兼
清
(権
別
︶

頼
清
(第
23
別
当
︶

兼
貞
(権
俗
︶

(定
清
養
子
︶

兼
任
⑨
�

輔
任
⑪
�

聖
情
(第
13
別
当
・
第


検
校
︶

与
生
(
権
上
座
寺
任
︶

定
清
(
第
18
別
当
・
第
�
検
校
︶

朝
鑒
(第
15
別
当
︶

兼
孝
⑬
�

と
な
っ
て
︑
紀
良
常
の
子
孫
の
繁
栄
ぶ
り
が
判
然
と
す
る
︒
そ
し
て
後
々
︑
僧

官
の
上
層
部
と
俗
官
の
上
層
部
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
の
が
︑
紀
安
遠
の
子

孫
た
ち
で
あ
っ
た

紀
安
遠
の
三
男
の
紀
兼
輔
の
孫
が
︑﹃
古
事
談
﹄
に
登
場
す
る
紀
兼
貞
で
あ

る
︒
紀
兼
貞
は
権
別
当
兼
清
の
四
男
で
︑
治
暦
三
年
︵
一
〇
六
七
︶
十
二
月
二

十
九
日
の
行
幸
で
権
俗
別
当
と
し
て
栄
爵
宣
下
を
受
け
て
︑
従
五
位
下
と
な
っ

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
〇
七



た
︵
系
図
︶︒
治
暦
五
年
︵
一
〇
六
九
︶
三
月
十
五
日
の
行
幸
で
従
五
位
上

︵
系
図
︶︑
寛
治
二
年
︵
一
〇
八
八
︶
三
月
九
日
の
行
幸
で
加
階
︵
権
俗
別
当
次

第
︶︑
嘉
保
二
年
︵
一
〇
九
五
︶
三
月
九
日
の
行
幸
で
加
階
︵
中
右
記
︶︑
嘉
保

三
年
︵
一
〇
九
六
︶
四
月
十
二
日
に
死
去
し
た
︵
系
図
︶︒
加
階
が
明
ら
か
な

範
囲
で
い
え
ば
︑
最
終
位
階
は
少
な
く
と
も
正
五
位
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒

二
︑
超
越
と
父
子
相
承

﹃
古
事
談
﹄
五
︱
�
に
よ
れ
ば
紀
兼
貞
は
︑
敦
実
親
王
造
立
の
八
幡
大
菩
薩

像
を
仰
ぎ
見
た
︒
彼
が
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
首
に
日
輪
を
戴
き
︑
御
手
に
翳

を
持
た
し
め
給
ふ
﹂
と
い
う
︑
僧
形
像
の
姿
は
明
確
に
な
っ
た
が
︑
見
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
禁
忌
を
犯
し
た
が
ゆ
え
に
︑
そ
の
た
め
に
﹁
不
運
に
終
わ
っ

た
﹂
と
い
う
︒
話
題
の
中
心
は
︑
法
体
の
像
が
ご
神
体
と
定
ま
り
︑
精
進
の
御

供
に
定
ま
っ
た
由
来
を
説
く
も
の
で
︑
紀
兼
貞
の
話
は
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で

添
え
ら
れ
た
も
の
︒
話
の
関
心
は
あ
く
ま
で
も
僧
形
の
像
に
関
す
る
霊
異
に
あ

る
か
ら
︑
紀
兼
貞
の
﹁
不
運
﹂
の
内
容
は
問
わ
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
︒

で
は
︑
紀
兼
貞
の
﹁
不
運
﹂
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
︒
紀
氏
系
図
の
俗
官
に
関
す
る
記
事
は
資
料
が
位
記
類
に
基
づ
い
た
も

の
に
よ
る
の
か
︑
そ
の
他
の
情
報
に
乏
し
い
︒
た
と
え
ば
︑
天
仁
元
年
︵
一
一

〇
八
︶
に
権
俗
別
当
紀
頼
遠
は
石
清
水
御
神
楽
の
日
に
闘
乱
︑
殺
害
の
罪
で
佐

渡
に
流
罪
に
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
う
い
っ
た
特
記
す
べ
き
記
事
も
ほ
と
ん
ど
な

い③
︒
御
神
体
を
見
て
目
を
病
ん
だ
り
︑
命
を
落
と
し
た
等
の
定
型
表
現
は
︑
紀

兼
貞
の
時
代
よ
り
後
に
数
多
く
見
ら
れ
る
が
︑
こ
こ
で
具
体
的
に
語
ろ
う
と
し

な
い
の
は
︑
き
わ
め
て
現
実
的
な
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か④
︒

そ
う
と
す
れ
ば
︑
紀
兼
貞
の
身
に
起
き
た
出
来
事
を
知
っ
て
い
て
︑﹁
不
運
に

し
て
止
む
﹂
と
形
容
し
た
最
初
の
語
り
手
の
認
識
ど
お
り
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
︑
紀
兼
貞
自
身
が
苦
渋
の
思
い
を
し
た
出
来
事
な
ら
︑
一
つ
︑
祀
官
系

図
の
紀
兼
孝
の
注
記
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
紀
兼
貞
は
紀
兼
孝
に
超
越
さ

れ
︑
神
主
・
俗
別
当
へ
進
む
と
い
う
昇
進
の
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
︒

紀
兼
孝
は
俗
別
当
紀
輔
任
の
四
男
︒
永
保
二
年
︵
一
〇
八
二
︶
三
月
二
十
六

日
の
白
河
天
皇
の
行
幸
で
紀
兼
孝
は
神
主
着
任
の
宣
旨
を
得
た
︒
た
だ
し
︑
彼

は
権
俗
別
当
を
経
て
い
な
い
︒
年
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
︒

系
図
に
は
︑
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
た
権
俗
別
当
紀
兼
貞
が
声
高
に
抗
議
の

訴
え
を
し
た
と
記
す
︒

同
廿
六
日
行
幸
権
俗
別
當
□
□
︵
従
五
カ
︶
位
上
紀
朝
臣
兼
貞
出
立
陣
頭

捧
解
文
高
声
訴
申
□
□
通
俊
朝
臣
提
奨
也
雖
然
依
相
承
次
第
之
道
理
□
□

蒙
神
主
宣
旨
也
︑

紀
兼
貞
の
捧
げ
た
解
文
は
︑
蔵
人
頭
で
あ
る
藤
原
通
俊
が
受
け
取
っ
て
上
へ
提

出
し
た
が
︑
結
局
﹁
相
承
次
第
之
道
理
﹂
に
よ
り
︑
神
主
の
宣
旨
を
蒙
っ
た
の

だ
と
︒﹃
為
房
卿
記
﹄
同
日
条
に
は
︑

二
十
六
日
丁
未
︑
今
日
辰
刻
行
幸
石
清
水
︑
其
儀
如
例
年
︑
但
蔵
人
左

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
〇
八



少
弁
伊
家
兼
弁
蔵
人
両
方
之
留
守
所
奉
仕
也
︑
蔵
人
依
無
人
数
也
︑
又
︑

以
故
神
主
輔
任
子
︑
被
補
神
主
︑
幼
稚
弱
冠
者
︑
就
中
権
俗
別
当
兼
貞
尤

有
其
愁
︑
然
而
依
法
印
戒
信
之
挙
申
︑
被
補
之
由
︑
公
卿
定
申
者
︑
又
以

弥
勒
寺
別
当
兼
信
︑
叙
法
橋
上
人
位
︑
去
年
塔
供
養
賞
云
々
︑
丑
一
刻
還

御
︑

と
あ
っ
て
︑
さ
す
が
に
十
七
歳
で
は
﹁
幼
稚
弱
冠
﹂
で
あ
る
と
批
判
は
あ
っ
た

よ
う
だ
︒
と
り
わ
け
権
俗
別
当
紀
兼
貞
の
尤
も
な
愁
い
が
あ
る
︑
と
︒
こ
の
時
︑

紀
兼
貞
は
少
な
く
と
も
十
五
年
以
上
権
俗
別
当
を
勤
め
て
お
り
︑
も
っ
と
も
有

力
な
神
主
候
補
と
し
て
上
﨟
に
位
置
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
公
卿
た
ち

は
別
当
戒
信
の
推
挙
で
あ
る
か
ら
と
︑
石
清
水
別
当
に
よ
る
﹁
寺
解
﹂
を
認
め

る
形
で
そ
の
よ
う
に
定
め
た
と
い
う
︒
な
お
︑﹃
為
房
卿
記
﹄
に
記
す
﹁
故
神

主
輔
任
子
﹂
と
は
︑
藤
原
為
房
に
誤
ま
っ
て
伝
え
ら
れ
た
情
報
で
あ
ろ
う
︒
父

親
の
紀
輔
任
は
俗
別
当
と
し
て
当
時
も
健
在
で
あ
っ
た
︒﹃
略
補
任
﹄
に
よ
る

と
︑
前
年
の
永
保
元
年
︵
一
〇
八
一
︶
十
月
十
四
日
の
行
幸
で
は
紀
輔
任
一
人

が
行
幸
賞
を
蒙
っ
た
と
言
い
︑
そ
れ
を
権
神
主
紀
兼
孝
に
譲
っ
て
栄
爵
を
得
さ

せ
て
い
る
︒
同
十
一
月
三
十
日
に
は
神
主
紀
頼
方
が
死
去
し
て
い
る
か
ら
︑
そ

れ
を
見
越
す
よ
う
に
着
々
と
手
を
打
っ
て
き
た
と
言
え
る
︒

で
は
︑
紀
兼
孝
の
父
親
で
あ
る
紀
輔
任
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
︒
彼
の
経
歴
を

見
る
と
︑
永
承
二
年
︵
一
〇
四
七
︶
三
月
八
日
の
後
冷
泉
天
皇
の
行
幸
で
︑
権

俗
別
当
と
し
て
は
初
例
の
栄
爵
を
受
け
て
い
る
︒
系
図
に
は
﹁
但
し
清
成
別
当

の
時
権
を
申
さ
る
る
所
な
り
﹂
と
あ
り
︑
紀
輔
任
の
行
幸
の
賞
は
︑
別
当
清
成

の
申
請
で
行
わ
れ
て
い
た
︒
そ
し
て
同
八
月
五
日
に
神
主
に
任
ぜ
ら
れ
る
︒
系

図
の
紀
頼
輔
の
条
に
は
︑

長
元
二
年
九
月
十
日
補
神
主
同
十
一
月
廿
八
日
行
幸
賞
同
十
二
月
廿
九
日

宣
下

従
五
位
下

永
承
二
年
三
月
八
日

行
幸
賞
始
授
栄
爵
俗
別
当
兼
任
神
主
頼
輔
賞
高
橋

光
重
大
蔵
時
人
︱

或
記
云
永
承
二
年
三
月
八
日
行
幸
以
前
頼
輔
死
去
云
々

と
あ
る
︒
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
︑
神
主
紀
頼
輔
は
永
承
二
年
に
行
幸
の
賞
と
し

て
栄
爵
を
賜
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
︒
が
︑
﹁
或
記
﹂
に
は
永
承
二
年
の
行
幸

以
前
に
紀
頼
輔
は
死
去
し
た
と
あ
る
と
記
し
︑
﹃
略
補
任
﹄
に
も
﹁
三
月
八
日

行
幸
以
前
頼
輔
取
去
歟
﹂
と
あ
る
の
で
︑
三
月
八
日
に
は
す
で
に
神
主
職
の
座

は
空
席
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
先
例
の
な
い
権
俗
別
当
の
栄
爵
は
紀

輔
任
を
神
主
に
す
る
た
め
の
布
石
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
当
時
の
俗
別
当
は
紀
兼

任
︒
彼
の
長
男
が
紀
輔
任
で
あ
る
︒
紀
輔
任
は
康
和
二
年
︵
一
一
〇
〇
︶
九
月

二
十
九
日
に
六
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
︑
逆
算
す
れ
ば
︑
神
主
に
な
っ
た

の
は
十
六
歳
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
紀
輔
任
の
側
に
し
て
み
れ
ば
︑﹁
幼
稚

弱
冠
﹂
の
十
七
歳
で
あ
ろ
う
と
︑
自
分
と
い
う
確
固
と
し
た
先
例
が
あ
り
︑
息

子
の
紀
兼
孝
が
神
主
に
な
る
の
に
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
︒
結
局
︑
公
卿
た
ち

は
︑
石
清
水
別
当
戒
信
に
よ
る
公
式
な
申
請
で
あ
る
か
ら
と
し
て
︑
紀
兼
貞
の

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
〇
九



訴
え
を
退
け
る
が
︑
紀
輔
任
・
紀
兼
孝
の
側
か
ら
は
︑
父
か
ら
子
へ
職
が
受
け

継
が
れ
る
﹁
相
承
の
道
理
﹂
と
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

も
っ
と
も
︑
紀
兼
任
・
紀
輔
任
・
紀
兼
孝
の
流
れ
が
︑
最
初
か
ら
俗
別
当
・

神
主
職
を
引
き
継
ぐ
嫡
流
と
定
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
系
図
で
は
紀
安

遠
の
俗
官
と
な
っ
た
三
男
の
紀
兼
輔
︑
四
男
の
紀
兼
任
と
︑
僧
と
な
っ
た
与
生

だ
け
が
記
さ
れ
る
︒
俗
官
二
人
の
子
孫
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︒

兼
輔
⑧



頼
安
(権
俗
︶

頼
方
⑫

篤
方
(権
俗
︶

光
忠
⑮

頼
輔
⑩

輔
兼
⑰

輔
忠
⑲

能
忠
㉑

宗
忠
◯

忠
直
㉘

輔
安
(権
俗
︶

光
包
(権
俗
︶

輔
範
㉒

輔
親
㉖

輔
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輔
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也

兼
清
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(定
清
養
子
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頼
清

第
23
別
当
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元
命
女
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慶
尊

兼
東
大
寺
寺
主
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権
別
当
(寺
)

(母
元
命
女
)

覚
清

少
別
当
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︶
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略
系
図
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
︑
俗
別
当
職
は
紀
兼
任
の
系
統
に
受
け

継
が
れ
て
ゆ
く
︒
な
ぜ
︑
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
か
︒
第
一
に
︑﹁
寿
命
﹂
と

い
う
視
点
で
見
る
と
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
︒
紀
兼
輔
の
系
統
は
︑
昇
進

の
機
会
が
来
る
以
前
に
死
去
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
紀
兼
輔
の
没
後
︑

紀
兼
任
が
俗
別
当
に
な
っ
て
︑
紀
兼
輔
の
三
男
の
紀
頼
輔
が
神
主
に
な
る
が
︑

紀
兼
任
よ
り
先
に
死
去
し
た
た
め
に
︑
俗
別
当
に
な
ら
ず
に
終
わ
っ
た
︒
そ
こ

へ
紀
兼
任
が
長
子
の
紀
輔
任
を
若
年
の
ま
ま
︑
神
主
と
す
る
の
に
成
功
す
る
︒

紀
輔
任
が
俗
別
当
に
昇
進
す
る
と
同
時
に
︑
紀
頼
安
の
子
の
紀
頼
方
が
神
主
と

な
る
︒
い
わ
ば
両
統
迭
立
の
よ
う
に
︑
紀
兼
輔
系
が
交
互
の
順
番
と
し
て
出
て

く
る
の
で
︑
両
系
統
に
優
劣
の
差
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑

こ
の
紀
頼
方
も
紀
輔
任
よ
り
先
に
死
去
し
て
し
ま
う
︒
神
主
か
ら
俗
別
当
へ
の

コ
ー
ス
が
︑
早
世
の
た
め
に
紀
兼
輔
系
で
は
途
切
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
︒
紀
兼

輔
系
で
次
に
続
い
た
の
が
権
俗
別
当
の
紀
兼
貞
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
先
述
し

た
よ
う
に
︑
紀
輔
任
の
子
で
権
神
主
の
紀
兼
孝
に
超
越
さ
れ
て
し
ま
う
︒
紀
兼

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
一
〇



貞
は
嘉
保
三
年
︵
一
〇
九
六
︶
に
没
し
︑
紀
輔
任
は
そ
れ
か
ら
五
年
後
に
死
去

し
た
︒
紀
兼
貞
の
長
兄
で
あ
る
頼
清
は
嘉
保
三
年
に
は
五
十
八
歳
︑
末
弟
で
あ

る
紀
兼
貞
の
没
年
齢
は
不
明
だ
が
︑
彼
も
長
生
き
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
︒

第
二
は
﹁
行
幸
賞
﹂
で
あ
る
︒
兼
任
の
俗
別
当
の
在
任
期
間
は
三
十
八
年
︑

紀
輔
任
の
在
任
期
間
は
五
十
三
年
︑
こ
の
長
い
在
任
期
間
に
天
皇
の
石
清
水
行

幸
が
何
度
も
行
わ
れ
た
︒
迎
え
る
石
清
水
の
面
々
も
緊
張
の
連
続
で
は
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
︑
別
当
以
下
の
上
層
部
に
は
行
幸
賞
が
あ
り
︑
賞
の
譲
与
も
許
さ
れ

た
︒
俗
官
の
頂
点
に
立
つ
俗
別
当
は
賞
に
漏
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
︑
我

が
子
に
譲
っ
て
︑
そ
の
昇
進
速
度
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒
ま
た
︑
昇
進
の

好
機
を
生
か
す
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
︒
た
と
え
ば
︑
系
図
に
よ
る
と
︑

承
保
元
年
︵
一
〇
七
四
︶
八
月
︑
紀
氏
の
人
々
が
軽
服
の
事
︑
つ
ま
り
軽
い
喪

に
服
す
こ
と
が
あ
り
︑
放
生
会
の
御
陪
膳
を
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
︑
元

服
前
の
十
一
歳
の
紀
兼
親
が
童
形
の
姿
の
ま
ま
勤
め
た
︒
紀
兼
親
は
俗
別
当
紀

輔
任
の
三
男
で
あ
る
︒
同
十
三
日
に
陪
膳
の
賞
と
し
て
栄
爵
を
賜
る
よ
う
寺
解

文
を
提
出
し
て
︑
十
四
日
に
そ
れ
を
許
可
す
る
宣
下
が
出
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ

で
︑
紀
氏
の
﹁
古
老
輩
﹂
は
若
年
の
紀
兼
親
に
超
越
さ
れ
る
こ
と
を
不
服
と
し

て
訴
え
た
︒
そ
れ
で
も
︑
翌
年
の
承
保
二
年
三
月
十
四
日
の
白
河
天
皇
の
行
幸

で
︑
紀
兼
親
は
さ
ら
に
従
五
位
上
を
与
え
ら
れ
る
︒
紀
兼
親
は
お
そ
ら
く
紀
輔

任
の
嫡
男
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
不
幸
に
も
︑
そ
の
紀
兼
親
が
永
保
元
年
︵
一

〇
八
一
︶
に
十
八
歳
で
早
世
し
た
め
︑
父
親
の
俗
別
当
紀
輔
任
は
翌
二
年
の
白

河
天
皇
の
行
幸
の
折
︑
二
歳
下
の
弟
で
︑
ま
だ
権
神
主
だ
っ
た
紀
兼
孝
を
強
引

に
神
主
に
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
と
思
わ
れ
る⑤
︒

三
︑
未
完
結
の
所
以

以
上
の
経
過
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
︑
俗
別
当
が
我
が
子
の
昇
進
を
有
利

に
図
る
た
め
に
は
︑
行
幸
の
賞
の
申
請
を
行
う
寺
解
を
出
す
石
清
水
別
当
と
良

好
な
関
係
を
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
︒
そ
の
点
︑
紀
兼
任
・
紀
輔
任
た
ち
は
別
当

清
成
︑
戒
信
の
協
力
を
得
て
い
た
と
言
え
る
︒
清
成
・
戒
信
の
兄
弟
は
元
命
の

子
で
あ
る
︒
宇
佐
弥
勒
寺
の
講
師
か
ら
︑
藤
原
道
長
の
信
任
を
得
て
石
清
水
八

幡
宮
寺
の
祀
官
と
な
っ
た
元
命
は
︑
別
当
定
清
を
辞
任
に
追
い
込
み
︑
つ
い
に

石
清
水
別
当
と
な
る
︒
元
命
は
道
長
の
権
威
を
背
景
に
︑
別
当
の
権
限
を
最
大

限
に
生
か
し
て
︑
我
が
子
の
清
成
・
戒
信
の
昇
進
を
図
り
︑
石
清
水
の
旧
勢
力

を
切
り
崩
し
て
い
く
の
で
あ
る⑥
︒
た
だ
︑
元
命
は
僧
で
あ
る
︒
僧
官
の
仕
事
は

で
き
て
も
︑
俗
官
の
仕
事
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
︒
嫡
男
の
清
成
を
俗
別
当

紀
兼
輔
女
と
結
婚
さ
せ
た
の
は
︑
そ
う
い
っ
た
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
元
命
一

族
の
方
で
も
︑
俗
別
当
と
は
関
係
を
良
好
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
︒
さ
ら
に
︑
俗
別
当
紀
兼
輔
の
末
子
兼
清
は
別
当
定
清
の
養
子
と
な
っ
て
出

家
し
て
い
た
が
︑
元
命
女
と
結
婚
し
て
い
る
︒
頼
清
と
慶
尊
が
元
命
の
外
孫
に

当
た
る
︒
弟
紀
兼
貞
の
母
は
明
ら
か
で
な
い
︒

僧
官
の
上
層
部
を
元
命
一
族
が
席
巻
し
て
ゆ
く
中
で
︑
姻
戚
関
係
も
あ
っ
て

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
一
一



兼
清
は
権
別
当
ま
で
昇
進
す
る
︒
だ
が
︑
康
平
五
年
︵
一
〇
六
二
︶
四
月
二
十

七
日
の
後
冷
泉
天
皇
の
行
幸
で
︑
清
成
は
我
が
子
の
清
秀
を
︑
修
理
別
当
か
ら

い
き
な
り
別
当
の
地
位
に
就
け
て
︑
自
分
は
検
校
と
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
︒

二
人
の
権
別
当
︑
す
な
わ
ち
兼
清
と
︑
清
成
の
異
母
弟
で
あ
る
戒
信
は
若
い
清

秀
に
超
え
ら
れ
て
し
ま
う
︒
代
々
別
当
を
勤
め
て
き
た
極
楽
寺
院
主
で
も
あ
っ

た
だ
け
に
︑
屈
辱
の
あ
ま
り
︑
兼
清
は
こ
の
日
か
ら
籠
居
し
て
し
ま
っ
た
と
系

図
や
院
勝
本
﹃
略
補
任
﹄
な
ど
に
伝
え
る
︒
頼
清
以
下
の
兼
清
の
子
ど
も
達
は
︑

長
く
昇
進
面
で
低
迷
し
︑
頼
清
は
比
叡
山
︑
慶
尊
は
東
大
寺
に
活
路
を
求
め
て

ゆ
く
︒

延
久
四
年
︵
一
〇
七
二
︶︑
頼
清
は
奇
跡
的
に
後
三
条
天
皇
の
抜
擢
に
よ
っ

て
︑
寺
任
権
寺
主
か
ら
一
気
に
権
別
当
へ
と
躍
進
す
る
︒
清
秀
が
滅
し
て
戒
信

が
別
当
に
な
っ
た
直
後
で
あ
る
︒
当
然
︑
戒
信
た
ち
の
激
し
い
抵
抗
が
あ
っ
た
︒

頼
清
が
別
当
に
な
っ
た
の
は
寛
治
元
年
︵
一
〇
八
七
︶︒
権
別
当
清
円
と
別
当

の
地
位
を
競
望
し
︑
上
﨟
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
頼
清
は
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒

寛
治
四
年
︵
一
〇
九
〇
︶
に
は
頼
清
は
弟
の
慶
尊
を
寺
任
権
別
当
に
引
き
上
げ

て
い
る
︒
一
族
で
上
層
部
を
固
め
よ
う
と
す
る
方
法
を
頼
清
も
取
る
の
で
あ
る
︒

も
し
︑
老
齢
の
紀
輔
任
が
没
す
れ
ば
︑
紀
兼
孝
が
俗
別
当
に
昇
進
し
︑
神
主
職

が
空
く
︒
紀
兼
孝
の
嫡
男
︑
紀
兼
安
は
承
安
二
年
︵
一
一
七
二
︶
に
七
十
九
才

で
山
崎
の
光
明
寺
で
没
し
て
い
る
か
ら
︑
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

い
︒
寺
解
を
出
す
の
は
頼
清
で
あ
る
︒
紀
兼
輔
系
の
上
﨟
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
︑
弟
の
紀
兼
貞
を
神
主
に
推
挙
す
る
好
機
な
の
だ
が
︑
紀
兼
貞
は
嘉
保
三
年

元
︵
一
〇
九
六
︶
に
︑
兄
の
頼
清
よ
り
も
老
齢
の
俗
別
当
紀
輔
任
よ
り
も
先
に

死
去
し
て
し
ま
っ
た
︒
紀
兼
孝
の
死
後
︑
そ
の
子
紀
兼
安
は
権
俗
別
当
か
ら
神

主
兼
実
を
超
え
て
︑
俗
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
︒
か
く
し
て
︑
紀
輔
任
の
子
孫
は

栄
え
︑
紀
兼
貞
に
は
系
図
で
見
る
限
り
︑
子
孫
が
な
い
︒
そ
う
い
う
意
味
で
は
︑

﹁
不
運
に
し
て
止
む
﹂
と
紀
兼
貞
の
人
生
を
振
り
返
る
こ
と
は
で
き
よ
う
︒

紀
兼
貞
が
紀
輔
任
に
比
較
し
て
足
り
な
い
の
は
も
う
一
つ
﹁
重
代
﹂
と
い
う
︑

外
か
ら
見
て
の
評
価
で
は
あ
る
が
︑﹁
知
識
と
経
験
の
継
承
﹂
で
あ
っ
た
︒
紀

兼
貞
が
治
暦
三
年
︵
一
〇
六
七
︶
に
権
俗
別
当
と
し
て
栄
爵
を
賜
っ
た
時
に
は
︑

祖
父
紀
兼
輔
が
死
去
し
て
か
ら
三
十
八
年
経
っ
て
い
る
︒
治
暦
三
年
に
長
兄
の

頼
清
は
二
十
九
歳
で
あ
る
の
で
︑
紀
兼
貞
は
祖
父
の
顔
を
知
ら
な
い
︒
僧
官
の

父
兼
清
も
康
平
六
年
︵
一
〇
六
三
︶
に
五
十
四
歳
で
滅
し
て
い
る
︒

﹃
古
事
談
﹄
五
︱
�
﹁
放
生
会
上
卿
︑
食
蒜
服
忌
の
事
﹂
に
は
︑
紀
兼
貞
の

兄
︑
石
清
水
別
当
頼
清
と
俗
別
当
紀
輔
任
が
登
場
す
る
︒

六
条
右
府
︑
放
生
会
の
上
卿
の
時
︑
雅
俊
卿
︑
参
議
と
為
て
下
向
の
間
︑

蒜
を
服
し
て
後
五
十
余
日
︑
忌
む
べ
き
や
否
や
の
由
宮
寺
に
問
は
る
る
処
︑

別
当
頼
清
は
七
十
日
忌
む
べ
き
由
を
申
し
︑
俗
別
当
紀
輔
任
は
五
十
日
忌

む
べ
き
由
を
申
す
︒
仍
り
て
輔
任
の
説
に
就
き
て
下
向
せ
ら
る
︑
と
云
々
︒

寛
治
五
年
︵
一
〇
九
一
︶
の
放
生
会
の
時
の
こ
と
で
︑
﹁
六
条
右
府
﹂
と
は

当
時
右
大
臣
だ
っ
た
源
顕
房
で
あ
る
︒
﹃
宮
寺
縁
事
抄

神
事
次
第
︻
放
生
会

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
一
二



諸
禁
事
︼﹄﹁
食
事
忌
事
﹂
に
同
様
の
記
事
が
あ
る
︒

寛
治
五
年

参
議
雅
俊
卿
服
蒜
五
十
余
日
︑
別
当
頼
清
申
忌
七
十
日
︑

俗
別
当
輔
任
申
忌
五
十
日
之
由
︑
依
輔
任
説
下
向
︑

ま
た
︑﹁
服
薬
﹂
の
項
に
は
︑

嘉
保
二
年
参
議
季
仲
朝
臣
為
同
行
事
可
参
也
︑
而
去
月
食
肉
云
々
︑
仍
博

陸
以
使
遣
問
宮
寺
別
當
頼
清
許
之
処
︑
申
云
︑
過
七
十
日
可
参
仕
者
︑
仍

不
参

と
も
あ
る
︒
嘉
保
二
年
︵
一
〇
九
五
︶
の
摂
政
は
藤
原
師
通
で
あ
る
︒
摂
政
師

通
は
頼
清
に
し
か
下
問
し
て
い
な
い
︒
な
ぜ
︑
右
大
臣
顕
房
は
別
当
頼
清
と
俗

別
当
紀
輔
任
に
問
い
合
わ
せ
︑
俗
別
当
紀
輔
任
の
説
を
優
先
し
た
の
か
︒
紀
輔

任
説
の
方
を
採
れ
ば
職
務
に
支
障
を
き
た
さ
ず
に
済
む
と
い
う
面
は
あ
る
が
︑

基
本
的
に
は
︑
や
は
り
神
事
に
関
す
る
こ
と
は
俗
官
の
方
が
詳
し
い
と
い
う
判

断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
し
か
も
︑
祖
父
も
父
親
も
俗
別
当
を
歴

任
し
た
家
系
で
あ
る
︒

一
方
︑
寛
治
元
年
︵
一
〇
八
七
︶
に
別
当
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頼
清
は
︑
父

親
が
別
当
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
︑
長
く
低
迷
し
て
い
て
経
験
と
知
識
の
不
足
が

疑
わ
れ
る
面
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒﹃
為
房
卿
記
﹄
に
よ
れ
ば
︑
寛
治

元
年
八
月
二
十
九
日
に
頼
清
が
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
時
も
︑
翌
日
に
は
石
清
水

の
所
司
神
人
が
上
洛
︑
関
白
師
実
に
頼
清
の
別
当
任
官
の
停
止
を
訴
え
て
い
る
︒

彼
ら
は
︑
頼
清
と
別
当
職
を
競
望
し
た
修
理
別
当
清
円
の
別
当
就
任
を
望
ん
で

い
る
の
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く
︑
上
洛
し
て
来
た
﹁
所
司
神
人
﹂
た
ち
に
は
︑
清

成
の
子
清
円
こ
そ
正
統
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
︒
こ
の
清
円
の
女
は
︑
永
保
三

年
︵
一
〇
八
三
︶
頃
︑
右
大
臣
顕
房
と
の
間
に
内
供
清
覚
を
産
ん
で
い
る⑦
︒

﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
よ
れ
ば
︑
一
説
に
治
部
大
輔
源
雅
光
も
別
当
清
円
女
の
産
ん

だ
子
で
あ
る
と
い
う
︒
と
す
る
と
︑
右
大
臣
源
顕
房
は
石
清
水
宮
寺
の
内
部
の

事
情
に
︑
清
円
側
の
価
値
観
と
情
報
に
依
り
な
が
ら
で
は
あ
る
が
︑
あ
る
程
度

明
る
か
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
︒
建
前
上
︑
別
当
頼
清
に
問
い
合
わ
せ
て
も
︑
俗

別
当
紀
輔
任
の
説
を
選
ん
だ
理
由
に
は
こ
う
い
っ
た
﹁
重
代
﹂
の
知
識
を
重
視

す
る
態
度
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

も
と
よ
り
︑﹃
古
事
談
﹄
の
二
話
か
ら
︑
こ
の
紀
兼
貞
と
紀
輔
任
と
い
う
二

人
の
人
生
を
読
み
取
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
︒﹃
古
事
談
﹄
第
五
﹁
神
社
仏
寺
﹂

に
お
い
て
︑
五
︱
�
か
ら
五
︱
12
ま
で
石
清
水
八
幡
宮
話
群
だ
が
︑
五
︱
�
は

火
事
で
失
わ
れ
た
敦
実
親
王
造
立
の
僧
形
の
像
が
︑
い
か
に
霊
像
で
あ
っ
た
か

が
話
題
の
中
心
で
あ
る
︒
そ
の
形
状
を
語
る
の
に
﹁
証
人
﹂
と
し
て
権
俗
別
当

紀
兼
貞
が
登
場
す
る
︒
た
だ
し
︑
神
像
を
直
視
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
︑﹁
此
の
事
の
故
に
不
運
に
し
て
止
む
﹂
と
﹁
見
る
な
の
禁
忌
﹂
の

話
型
に
沿
っ
て
言
い
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
五
︱
�
の
話
は
︑

あ
く
ま
で
蒜
を
食
し
た
後
の
忌
み
が
何
日
か
が
話
題
で
あ
り
︑
右
大
臣
が
放
生

会
の
上
卿
を
勤
め
る
と
い
う
こ
と
が
石
清
水
八
幡
宮
の
格
の
高
さ
を
語
っ
て
石

清
水
話
群
に
華
や
か
さ
を
添
え
る
︒
た
だ
︑
な
ぜ
右
大
臣
顕
房
が
紀
輔
任
の
説

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
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を
選
ん
だ
か
を
語
ら
な
い
︒
五
︱
�
も
﹁
見
る
な
の
禁
忌
﹂
を
犯
し
た
際
に
︑

話
型
で
は
必
ず
結
末
と
し
て
語
ら
れ
る
失
っ
た
も
の
や
悲
劇
が
具
体
的
に
語
ら

れ
な
い
︒
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
が
兼
貞
の
話
に
︑﹁
御
体
目
に
す
べ

か
ら
ざ
る
事
﹂
と
題
を
つ
け
た
よ
う
に
︑
思
わ
ず
読
者
の
心
を
引
き
寄
せ
る
部

分
で
あ
る
の
だ
が
︒
す
な
わ
ち
︑
両
話
と
も
に
﹁
先
例
﹂
と
し
て
の
意
味
は
あ

っ
て
も
︑﹁
話
﹂
と
し
て
は
未
完
結
な
の
で
あ
る
︒

﹃
古
事
談
﹄
の
こ
の
二
話
の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
︑
編
者
の
意
図
的
な
操
作
か
ど
う
か
を
探
る
の
は
困
難
で
あ
る
︒
い
ず
れ

に
し
て
も
二
話
を
現
在
の
本
文
の
形
に
し
た
記
述
者
が
関
心
を
持
た
な
か
っ
た

か
︑
書
く
こ
と
が
憚
ら
れ
た
か
︑
と
い
っ
た
問
題
に
突
き
当
た
る
︒
こ
と
に
紀

兼
貞
の
場
合
︑
神
像
が
焼
失
し
た
の
は
保
延
六
年
︵
一
一
四
〇
︶
で
あ
る
か
ら
︑

紀
兼
貞
が
没
し
て
か
ら
四
十
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
︒
文
章
に
さ
れ
る
手
前
で

語
ら
れ
た
の
が
い
つ
な
の
か
︑
定
か
で
は
な
い
︒
寛
治
八
年
︵
一
〇
九
四
︶
に

は
大
江
匡
房
が
別
当
頼
清
か
ら
内
殿
の
御
神
体
と
外
殿
の
敦
実
親
王
造
立
の
神

像
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
る
が
︑
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
紀
兼
貞
は
健
在
で
︑

﹁
不
運
に
し
て
止
む
﹂
と
い
う
言
葉
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い⑧
︒
敦
実
親
王
造
立
の

像
が
一
番
人
々
の
関
心
を
惹
い
た
の
は
︑
ま
た
︑
神
像
の
こ
と
を
具
体
的
に
語

っ
て
も
憚
る
必
要
が
な
い
の
は
焼
失
後
︑
外
殿
の
神
像
を
新
造
す
る
か
︑
護
国

寺
の
八
幡
神
像
を
外
殿
に
移
す
か
が
問
題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
ろ
う
︒

権
俗
別
当
紀
兼
貞
が
超
越
さ
れ
︑
権
神
主
紀
兼
孝
が
神
主
に
任
ぜ
ら
れ
た
経

過
は
︑﹃
為
房
卿
記
﹄
を
見
て
も
同
情
の
余
地
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
︑﹁
紀
兼
貞

の
愁
い
﹂
を
﹁
不
運
﹂
と
慨
嘆
す
る
の
は
そ
の
当
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
紀
輔

任
の
三
男
紀
兼
親
が
童
形
の
十
一
歳
で
栄
爵
を
得
た
と
き
に
︑
紀
氏
の
古
老
の

輩
が
激
し
く
反
発
し
た
こ
と
を
思
え
ば
︑
心
情
的
に
紀
兼
貞
の
側
に
立
つ
人
間

は
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
兄
弟
の
頼
清
た
ち
一
族
も
︑
と
も
に
不
遇
の

時
代
を
過
ご
し
た
だ
け
に
︑
紀
兼
貞
の
悔
し
さ
に
共
感
し
た
だ
ろ
う
が
︑
頼
清

の
子
孫
は
こ
の
後
︑
石
清
水
の
上
層
部
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
︒
頼
清
の
子

の
光
清
は
十
五
歳
で
修
理
別
当
︑
十
八
歳
で
権
別
当
︑
二
十
歳
の
若
さ
で
別
当

と
な
っ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
石
清
水
で
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
︑

経
験
豊
富
で
有
能
な
者
を
任
命
す
る
こ
と
よ
り
︑
十
代
の
少
年
で
も
﹁
相
承
の

道
理
﹂
で
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
の
時
代
に
な
れ
ば
︑
そ
の
理
不
尽
さ
に
抗

議
し
た
﹁
兼
貞
の
愁
い
﹂
の
本
来
の
意
味
は
不
問
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
︒
そ
し
て
︑
こ
の
﹁
不
運
﹂
の
原
因
が
神
像
を
仰
ぎ
見
た
こ
と
に
結
び
つ

け
ら
れ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
︑
紀
兼
貞
の
﹁
不
運
﹂
は
﹁
自
業
自
得
﹂

に
反
転
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

﹃
古
事
談
﹄
編
者
︑
源
顕
兼
の
母
は
石
清
水
別
当
光
清
女
で
あ
る
︒
彼
は
事

情
を
聞
き
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
︒
も
し
︑
本
稿
で
す
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と

を
編
者
が
周
知
な
の
で
あ
れ
ば
︑
仮
に
五
︱
�
・
五
︱
�
の
典
拠
が
す
で
に
現

在
見
ら
れ
る
本
文
で
あ
っ
た
と
し
て
︑
編
者
源
顕
兼
は
そ
の
こ
と
を
書
き
添
え

て
話
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
た
で
あ
ろ
う
か
︒
い
や
︑
お
そ
ら
く
書
き
添

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と
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え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
二
話
は
﹁
神
社
仏
寺
﹂
の
巻
の
石
清

水
話
群
の
中
に
あ
る
︒
大
き
な
テ
ー
マ
は
石
清
水
八
幡
宮
な
の
で
あ
る
︒
し
か

も
︑
突
き
詰
め
れ
ば
︑
結
局
は
向
い
た
矛
先
は
編
者
の
曾
祖
父
頼
清
や
祖
父
光

清
に
は
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
︒
そ
れ
な
ら
ば
︑
五
︱
�
︑
五
︱

�
の
二
話
は
︑﹃
古
事
談
﹄
に
在
る
限
り
︑
ど
こ
か
読
者
に
物
足
り
な
さ
を
残

す
ま
ま
で
終
わ
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
︒

結
び
に
代
え
て

以
上
︑﹃
古
事
談
﹄
五
︱
�
・
五
︱
�
の
話
に
見
え
る
︑
俗
別
当
と
い
う
石

清
水
八
幡
宮
の
俗
官
に
つ
い
て
少
々
言
及
し
て
き
た
︒
権
俗
別
当
紀
兼
貞
と
俗

別
当
紀
輔
任
の
因
果
な
関
係
に
見
え
る
よ
う
な
︑﹁
超
越
﹂
と
﹁
相
承
の
道
理
﹂

の
軋
み
は
︑
当
時
の
貴
族
社
会
も
同
様
で
あ
っ
た
︒
石
清
水
別
当
を
出
す
家
筋
︑

俗
別
当
を
出
す
家
筋
が
固
定
化
し
て
い
く
過
程
の
中
で
︑
紀
輔
任
は
成
功
し
︑

紀
兼
貞
は
沈
み
︑
頼
清
は
浮
か
び
上
が
っ
た
︒
五
︱
�
・
五
︱
�
の
話
は
︑
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
読
む
こ
と
は
で
き
る
︒
神
像
の
話
題
と
し
て
︑

食
の
禁
忌
の
先
例
と
し
て
︒
し
か
し
︑
捨
象
さ
れ
た
こ
と
の
痕
跡
は
二
話
に
残

っ
て
お
り
︑
そ
れ
が
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
の
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
否
め

な
い
︒
捨
象
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
程
度
見
え
て
き
た
時
︑
そ
こ
に
話
の
成
立
の

背
後
事
情
や
﹃
古
事
談
﹄
編
者
の
意
図
も
一
端
な
が
ら
透
か
し
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
う
︒

※

原
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
通
字
体
を
用
い
た
︒
使
用
し
た

テ
キ
ス
ト
は
﹁
宮
寺
縁
事
抄
﹂
は
﹃
神
道
大
系

石
清
水
﹄
及
び
石
清
水
八

幡
宮
所
蔵
の
原
本
写
真
版
︑
﹁
紀
氏
系
図
﹂・
﹁
略
補
任
﹂
は
石
清
水
八
幡
宮

所
蔵
︑
類
聚
符
宣
抄
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
︑
﹁
為
房
卿
記
﹂
は
大
日
本
史

料
所
載
︑﹁
古
事
談
﹂
は
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
の
各
本
を
用
い
た
︒
院
勝

本
﹁
略
補
任
﹂
は
拙
稿
と
し
て
﹃
同
志
社
国
文
学
﹄
に
翻
刻
︑
俗
官
の
系
図

も
一
部
﹁
略
補
任
﹂
の
中
に
翻
刻
し
て
入
れ
て
い
る
︒

注①

岡
野
浩
二
氏
﹁
石
清
水
八
幡
宮
の
弁
史
俗
別
当
﹂︵
﹃
寺
院
史
研
究
﹄
創
刊
号
︑
一

一
九
〇
年
︶
所
収
︒

②

﹃
石
清
水
祀
官
系
図
﹄
に
は
︑
良
常
の
項
に
﹁
天
暦
六
年
五
月
二
十
八
日
任
俗
別

当
︒
自
権
俗
別
当
超
越
神
主
良
真
朝
臣
也
︒
弁
俗
別
︒
史
俗
別
︒
在
庁
俗
別
当
︒
如

此
被
定
置
︒︵
中
略
︶
紀
氏
以
良
常
為
初
︒
自
良
常
以
前
在
庁
俗
別
当
七
人
也
︒
所

謂
︒
継
成
︒
益
雄
︒
常
沢
︒
喜
雄
︒
当
氏
︒
滋
峰
︒
等
生
等
也
︒
非
氏
人
︒
仍
以
良

常
︒
為
氏
人
俗
別
当
之
初
也
﹂
と
あ
る
︒

③

﹃
中
右
記
﹄
天
仁
元
年
十
一
月
九
日
︑
十
二
月
二
十
五
日
条
︑
﹃
百
練
抄
﹄
天
仁
元

年
十
二
月
二
十
五
日
条
︑﹃
平
戸
記
﹄
寛
元
二
年
十
月
十
四
日
条
︑
参
照
︒

④

拙
稿
﹁
語
り
の
中
の
ご
神
体

︱
見
な
い
・
見
せ
な
い
・
見
ら
れ
な
い

︱
﹂

︵﹃
同
志
社
国
文
学
﹄
第
61
号
所
収
︑
二
〇
〇
四
年
︶
参
照
︒

⑤

﹁
権
俗
別
当
次
第
﹂
で
は
︑
紀
兼
職
の
条
に
﹁
承
保
元
年
八
月
十
四
日
︑
依
寺
解

賜
栄
爵
︑
歳
十
二
云
々
︑
俗
別
当
輔
任
太
良
︑
同
二
年
三
月
十
四
日
行
幸
︑
加
階
従

上
︑
永
保
元
年
八
月
二
日
死
去
了
﹂
と
あ
っ
て
︑
紀
輔
任
の
長
男
兼
職
と
紀
兼
親
の

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
一
五



経
歴
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
︒
系
図
に
は
長
男
紀
兼
職
の
項
に
は
﹁
権
俗
別
当
﹂

と
し
か
記
載
が
な
い
︒
ま
た
︑﹁
神
主
次
第
﹂
に
よ
る
と
︑
紀
兼
孝
は
﹁
俗
別
当
輔

任
二
良
﹂︑
系
図
で
は
二
男
と
さ
れ
る
紀
兼
仲
は
﹁
権
俗
別
当
次
第
﹂﹁
神
主
次
第
﹂

と
も
に
﹁
紀
輔
任
三
良
﹂
と
な
っ
て
い
る
な
ど
不
審
な
点
が
多
い
が
︑
本
文
で
は
引

用
の
関
係
で
系
図
に
従
っ
た
︒

⑥

元
命
一
族
と
紀
氏
一
族
︑
特
に
頼
清
た
ち
の
動
向
に
関
し
て
述
べ
る
部
分
に
つ
い

て
は
︑
拙
稿
﹁﹃
古
事
談
﹄
と
﹃
中
外
抄
﹄
の
八
幡
別
当
清
成

︱
そ
の
落
差
に
つ

い
て
石
清
水
の
歴
史
か
ら
﹂︵
浅
見
和
彦
氏
編
﹃﹃
古
事
談
﹄
を
読
み
解
く
﹄
所
収
︑

笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
八
年
︶
参
照
︒

⑦

﹃
中
右
記
﹄
元
永
二
年
︵
一
一
一
九
︶
二
月
十
八
日
条
︑
清
覚
が
﹁
此
夜
半
﹂
に

﹁
年
卅
七
﹂
で
入
滅
し
た
と
い
う
記
事
か
ら
逆
算
し
た
︒

⑧

中
前
正
志
氏
﹁
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相

︱
﹃
江
記
﹄
新
出
逸
文

と
嵯
峨
法
輪
寺
縁
起
か
ら

︱
﹂︵﹃
女
子
大
國
文
﹄
第
百
三
十
九
号
︑
京
都
女
子
大

学
︑
二
〇
〇
六
年


月
︶
参
照
︒

※

な
お
︑
末
筆
な
が
ら
︑
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
清

水
八
幡
宮
︑
及
び
細
や
か
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
西
中
道
禰
宜
に
は
︑
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

石
清
水
俗
別
当
紀
輔
任
と
紀
兼
貞
の
こ
と

一
一
六


